


平成4年10月1日から平成5年3月31固まで

況状政財の町

と'σコよ

うな予算執行状況にあるかを知 っても らい、町政の一層の発展についてご協力を

お願 いするため、毎年2回

財政状況の公表は、町民のみなさんに町の財政がどのように運営され、

公表しているものです。(6月、 12月)

71億3，553万6干円一般会計予算総額

平 成 4 年度
区 分

予算現額 支出済額 支出率

議 会 費 94，358 92，815 98. 4 

総 務 費 1，079，344 913，660 84. 6 

民 生 費 529， 770 514，645 97. 1 

術 生 費 496， 182 487，464 98. 2 

労 働 費 10，170 5， 145 50. 6 

農林水産業費 1. 360， 680 908，628 66. 8 

商 工 費 332，580 284，988 85. 7 

土 木 費 1，481，295 1，150，748 77. 7 

消 防 費 189，573 189， 171 99. 8 

草立 育 費 750， 733 628， 039 83. 7 

災害復旧費 65，224 7，234 11.1 

公 債 質 745，627 745，624 100.0 

予 備 質 。 。。。
繰越明許費支出 。 。。。

言十 7， 135， 536 5，928，161 83. 1 

(単位 千円 %)O歳出内訳

平 成 4 年 度
区 分

収入率 |予算現額 収入済額

町 税 557，774 553，408 99. 2 

地方議与税 122，959 79，日28 64.9 

利子害IJ 交付金 12，654 12， 654 100.0 

自動車取得税交付金 52，967 52， 967 100.0 

地方文付税 3，038，331 3，038，331 10日日

うと通安全特別父付金 1. 355 721 53. 2 

分担金及び貴担金 116，482 112， 243 日6.4 

使用料、手数料 186，351 182，174 97. 8 

国庫支出金 673，923 628. 118 93. 2 

道 支 出 金 日日2，754 490， 995 81. 5 

財 産 収 人 148，157 138，472 93. 5 

寄 附 金 100 100 l日日日

繰 人 金 233， 116 233，116 100，0 

繰 越 金 11， 125 11.125 100.0 

i者 収 人 461. 588 603， 164 130. 7 

町 {量 915，9日日 。。。
繰越明許費収入 。 。 O. 0 

言十 7， 135， 536 6，137，416 86.0 

(単位 千円 %)く〉 歳入内訳

• • 
太
平
洋

・
日
本
海

(渡
島
半
島
)

横
断
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ド
建
設
を

実
現
さ
せ
る
会

(会

長

伴

常

雄

)

主
催
の
n
旧
国
鉄
瀬
棚
線
を
歩
こ
う
。

会
が

5
月
お
目
、
当
初
予
想
を
大
幅

に
上
回
る
9
0
0
名
あ
ま
り
が
参
加

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
波
島
半
島
を
横
断
す
る
四

国
鉄
瀬
槻
線

(
岨

・
2
日
)
跡
地
を

自
転
車
道
に
す
る
構
想
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
昨
夜
か
ら
の
雨
も
あ
が

り
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ

(国
縫
駅

1
旧
茶
屋
川
駅
、
旧
住
吉
駅
i
旧
今

金
駅
、
畑
瀬
棚
駅

1
旧
北
柏
山
駅
、

旧
丹
羽
駅

i
旧
今
金
駅
、
旧
北
柏
山

駅

i
旧
丹
羽
駅

)5
コ
ー
ス
に
別
れ
、

5

1
日
目
の
跡
地
を
歩
き
心
地
よ
い

汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

今
金
町
か
ら
の
参
加
者
は
旧
住
吉

駅
か
ら
旧
今
金
駅
の
最
長
コ
ス
を

1
時
間
初
分
か
け
て
歩
き
、
途
中
、

鉄
橋
跡
な
ど
も
渡
り
、
昭
和
臼
年
3

月
で
廃
止
さ
れ
た
瀬
棚
線
を
な
つ
か

し
ん
で
い
ま
し
た
。

昼
食
を
は
さ
ん
で
の
交
流
集
会
が

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
、
今
金
中

2

年
の
笹
森
秀
也
君
が

「
開
拓
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
歴
史
的
遺
産
を
生
か

し
て
地
域
発
展
内
原
動
力
に
/
」
と

宣
言
文
を
読
み
上
げ
、
構
想
実
現
に

向
け
て
力
強
く
宣
言
し
ま
し
た
。

• • 
(単位 千円 %)

会コ¥¥とf予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 支出率

国 保 事 業 乙.. 計 742，278 657，878 88.6 742，278 611.832 82. 4 

簡 易 九k 道 ぷ宝弐込 言十 149，814 151，993 101. 5 149，814 140，897 94. 0 

老 人 保 健 ムE 計 858，692 794，157 日2.5 858，692 792，580 92. 3 

国 {果 病 院 ぷ古ト 言十 1. 216， 429 1. 250， 183 102.8 1. 287， 437 1. 269， 557 98. 6 

収益的収入及び支出 1，146，529 1. 180， 283 103.0 1. 173， 683 1. 155， 807 98. 5 

資本的収入及び支出 69日00 69.9日O 100.0 113，754 113，750 100.0 

ぷ口入 言十 2，967，213 2，854，211 日6.2 3，038，221 2，814，866 92. 6 
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特別会計歳入 ・歳出予算の執行状況

全
国
町
村
教
育
長
会
表
彰
さ
れ
る

遠

藤

正

光
さ
ん
(
南
町
・目別
歳

こ
の
た
び
、
通
算
九
年
間
あ
ま
り

の
永
き
に
わ
た
り
、
今
金
町
教
育
委

員
会
教
育
長
を
務
的
、
地
方
教
育
行

政
の
充
実
強
化
と
振
興
に
多
大
な
功

績
の
あ

っ
た
遠
藤
正
光
♂
に
全
国
町

村
教
育
長
会
よ
り
、
そ
の
功
絞
を
た

た
え
る
表
彰
状
が
六
月
二
目
、
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

今
金
町
農
業
委
員
会

委
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

任
期
満

7
に
と
も
な
う
今
金
町
牒

業
委
員
会
委
員
選
挙
が

7
月
日
日
に

行
わ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
貝
は
農
民
的
地
位

向
上
と
農
業
行
政
司
推
進
に
大
き
な

役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。

7
月
日
日
の
投
票
日
に
は
棄
権
し

な
い
で
真
の
代
表
者
を
選
び
ま
し
ょ

、つ
。有

権
者
は
初
ア

l
ル
以
上
町
耕
地

を
耕
作
し
て
い
る
人
と
、
そ
の
同
居

肉
親
族
、
配
偶
者
で
農
業
に
従
事
す

る
初
歳
以
上
、
そ
し
て
、
今
年
の

3

月
白
日
確
定
し
た
牒
業
委
員
会
委
員

下ハカイ川に架かる旧鉄橋をi麿る歩二う金書加者

選
挙
で
選
ぶ
委
員
は
叩
人
で
す

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人

で
す
。

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
選
挙

期
目
前
に
各
有
権
者
に
投
票
所
の
入

場
券
を
配
り
ま
す
。

選
挙
期
日
の
告
示
は、

7
月
6
日

で
す
。

な
お
諸
届
け
の
用
紙
等
や
、
詳
し

い
こ
と
は
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は
、

7
月
日
日
午
前
7

時
か
ら
午
後
6
時
ま
で
。

不
在
者
投
票
は

7
月
6
日
か
ら
叩

日
ま
で
(
午
前
8
時
初
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
)
役
場
2
階
選
挙
管
理
委

貝
会
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

1
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中央通線に花の苗移植

花
い
っ
ぱ
い
運
動
展
開

町
で
は
、
今
年
も
町
内
美
化
運
動
向

一
環
と
し
て
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

6
月
H
目
、
今
金
老
人
ク
ラ
ブ
町
会
員
部
名
が
作
業
服

姿
で
、

山
田
電
気
工
業
か
ら
総
合
体
育
館
ま
で
の
町
道
中

央
通
線
的
街
路
樹
下
に
、
花
の
苗
を

一
本

一
本
て
い
ね
い

に
植
え
込
み
ま
し
た
。

組
え
ら
れ
た
の
は
、
桧
山
北
高
校
で
丹
粘
込
め
て
育
て

ら
れ
た
ベ
チ
ュ
ニ
ヤ
、
サ
ル
ビ
ア
、
イ
ン
パ
チ
ェ
ン
ス
、

キ
ン
ギ

ョ
ソ
ウ
の

4
種
類
、
四
、
五

O
O本
の
う
ち

一

一ニ
O
O本
で
す
。
残
り
は
学
校
、
町
内
会
及
び
公
共
施
設

な
ど
に
配
布
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
苗
は
、
初
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
色
と
り
ど
り

の
花
を
咲
か
せ
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
当
町
を
訪
れ
る
人

た
ち
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

花
を
折
っ

た
り
、
踏
ん
だ
り
す
る
こ
と
な
く
、
美
し
い

花
を
大
切
に
育
て
ま
し
ょ
う
。

• • 

土
づ
く
り
m

畑
.ー草
地

γ

北
海
道
農
協
寸
土
づ
く
り
」
運
動

推
進
本
部
主
催
の
土
づ
く
り
研
修
会

が
6
月
8
日
、
町
民
セ

ン
タ
ー
で
行

わ
れ
、
全
道
各
地
か
ら
町
や
農
家
、

農
協
関
係
者
な
ど

二
一一O
名
あ
ま
り

が
出
席
し
ま
し
た
。

道
南
路
試
主
任
研
究
貝
の
下
野
勝

昭
♂
が

「畑

・
草
地
に
お
け
る
地
カ

増
進
維
持
と
土
づ
く
り
」
と
題
し

た
講
演
と
団
代
地
区
の
現
地
で
土
壌

断
面
的
分
類
と
調
査
ポ
イ
ン
ト
を
土

の
硬
度
と
色
な
と
を
例
に
と
り
わ
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
し
た
。

優
良
事
例
と
し
て
加
藤
照
市
さん

(春
日
井
)
が
肉
牛
を
導
入
し
、
堆

肥
を
利
用
し
て
効
果
を
あ
げ
て
い
る

と
い
う

「肉
ヰ
を
取
り
入
れ
た
土
づ

く
り
」
を
発
表
し
、
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
り
今
後
円
土
づ
く
り
の
参

考
に
し
て
い
ま
し
た
。

きびきびした
訓糠を披露

今
金
町
紹
介
ビ
デ
オ
作
成

画
面
E
B
B
a
a
s
-
a
N
E
R
H
H匝
V
4

i
清
流
の
輝
く
瞬
間
i

こ
の
度
、
役
場
商
工
観
光
課
が

N

H
K
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
に
製
作
を

委
託
し
て
い
た
町
内
名
所
や
歴
史
を

紹
介
す
る
ビ
テ
オ
が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
デ
オ
は
美
利
河

I
泣
跡
、

美
利
河
ダ
ム
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ
、

ス
キ

l
場
な
ど
の
見
所
を
町
の
歴

史
と
と
も
に
紹
介
し
た
加
分
も
の

の
ビ
デ
オ
で
す
。

商
工
観
光
課
で
は
ビ
デ
オ
印
本
を

用
意
し
、
希
望
者
に
は
貸
出
し
を
行

い
ま
す
。

ぜ
ひ
、

一
度
ご
覧
く
だ
さ

い
。

詳
し
く
は
商
工
観
光
課
ま
で
連
絡

く
だ
さ
い
。

恥r

役
場
は

7
月
か
ら

毎
週
土
曜
日
が
休
み
と
な
り
ま
す

役
場
は
7
月
の
第
二
土
問
日
か
ら

毎
週
土
曜
日
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
毎
週
土
曜
日
の
休
み

に
あ
た
っ
て
は
、

土
曜
日
の
利
用
が

多
い
施
設
な
ど
は
、
今
ま
で
ど
お
り

業
務
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
出
生
届

・
婚
姻
届

・
死
亡

届
の
受
理
や
埋
火
葬
許
可
証
の
発
行

は
従
来
的
休
日
と
同
様
に
役
場
庁
舎

宿
日
直
室
で
行
い
ま
す
。

国
保
病
院
の
外
来
診
療
は
休
診
と

な
り
ま
す
が
、
救
急
患
者
向
診
療
及

び
病
棟
部
門
は
従
来
ど
お
り
行
い
ま

す。
週
休
2
日
制
実
施
に
あ
た
り
、
極

~消防団総合演習~

今
金
消
防
団
の
総
合
演
習
が
6
月

5
日
午
後
1
時
か
ら
第
一
、
第
二
、

第
三
各
分
団
よ
り
市
名
、
職
員
同
名

が
参
加
し
、
今
金
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
署
か
ら
今
小
ま
で
の
パ
レ

ー

ド
に
続
き
、
来
賓
叫
名
が
見
守
る
な

か
、
各
分
団
に
よ
る
小
隊
訓
練
や
ポ

ン
プ
車
操
法
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
な

ど
を
行
い
、
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
中
央
緑
地
公
園
に
お
い
て

行
わ
れ
た
放
水
訓
練
で
は
、
タ
ン
ク

車
1
台

・
ポ
ン
プ
車
5
台
に
よ
る
実

戦
的
な
訓
練
も
行
わ
れ
万

一
の
火
災

に
備
え
て
い
ま
し
た
。

総合体育館、健民グラ

ウンド、町民テニス場

町民センタ一、生活改善セ

ンタ一、構造改善センタ一

寿の家、生活館、 へき地保

健福祉館、集落センタ一、

福祉会館、 会館

クアプラザピリカ 、奥美利

河温泉山内家、地域特産品

生産セン ター

各小学校、中学校、幼稚園、

町民セン ター図啓室

力
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
さ
せ
な
い

よ
う
に
努
め
ま
す
の
で
町
民
皆
さ
ま

常設保育所、へき地保育所、

老人福祉センタ一、やすら

ぎ苑葬斎場、種川温泉休憩

R斤

スポーツ施設

Oききまでどおり
業務を行うところ

福祉施設(1) 

(2) 

• • 
的
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す。

集会施設

教育施設

観光施設

(3) 

(4) 

(5) 

お
し
ゃ
れ
な
電
話
ボ
ッ
ク
ス
誕
生

プ
ラ
ザ
幻

(風
車
小
屋
)
の
広
場

に
お
し
ゃ
れ
な
洋
風
の
家
の
電
話
ポ

y
ク
ス
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
N
T
T
函
館
支
庖
今
金
営

業
所

(所
長
坂
田
日
出
雄
)
が
風

車
に
7

y
チ
し
た
家
を
イ
メ
ー
ジ
し

、
ム

て
作
成
し
、
町
へ
寄
贈
し
て
く
れ
た

も
の
で
す
。

こ
の
装
飾
ポ
y
ク
ス
は
独
自
の
も

の
で
、
他
的
町
村
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ぜ
ひ

一
度
利
用
し
て
み
て
は
い
か

が
で
す
か
。

改
正

「
今
金
町
史
」
上
巻
号

好

評

頒

布

中

A

5
版

-
一
、

一
八
八
ペ
ー
ジ
の

ず
っ
し
り
し
た
ボ
リ
ュ
ー
ム
で
、
町

ゆ
か
り
の
人
物
を
詳
し
く
紹
介
、
細

か
い
年
表
に
相
当
の
紙
数
を
割
く
な

ど
旧
版
と
は
ペ
ー
ジ
数
、
内
容
と
も

に
述
、
っ
中
身
内
改
正

「今
金
町
史
」

上
巻
号
が
発
行
以
来
好
評
を
得
て
い

ま
す
。

本
号
は
、
古
代
先
史
か
ら
昭
和
辺

年
ま
で
が
ま
と
め
ら
れ
、
今
金
町
の

歴
史
を
知
る
う
え
で
の
武
重
な
資
料

と
し
て
、
多
く
の
方
に
ご
購
読
頂
き

ま
す
よ
う
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。

戸
し

一一ヲロ

1
、
頒
布
価
格

今
金
町
住
民
の
方

一
冊
六
千
円

そ
れ
以
外
的
方

一
附

一
万
円

2
、
問
い
合
わ
せ
及
び
取
扱
い
は
、

役
場
2
階
町
史
編
さ
ん
室
ま
で

(
2
2
1
0
1
1

1
内
線
2
4
0
)

〕5
 

〔



今
金
営
林
署
内
平
成

5
年
度
植
樹
祭
が

ν
育
て
よ

う
地
球
の
緑
笠
か
な
未
来
“
を
テ

l
?
に
6
月

1
目
、
ト
マ
ン
ケ
シ
固
有
林
日
る
林
小
班
で
行
政
機

関
、
各
団
体
町
長
、
緑
町
少
年
団
、

一
般
町
民
的
代

表
ら
別
名
あ
ま
り
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

植
樹
祭
が
行
わ
れ
た
の
は
、
国
道

m号
制
か
ら
ト

マ
ン
ケ
シ
川
沿
い
に
約

ω必
の
国
有
林
で
す
。

こ
れ
は
毎
年
、
森
林
資
説
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
緑
あ
ふ
れ
る
森
林
を
つ
く
る
た
め
に

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

作
業
服
姿
で
集
ま

っ
た
参
加
者
は
署
只
か
ら
槌
耐

の
仕
方
を
教
わ
り
、
ク
ワ
や
ス
コ

y
プ
を
使
い
制
樹

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
植
え
ら
れ
た
の
は
エ
ゾ
ア
カ

7
y
三
百
本
と

ド
ン
グ
リ
の
実
二
千
個
で
、
各
々
て
い
ね
い
に
植
、
ぇ

込
み
、
立
派
な
記
念
標
識
が
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
問
地
で
昼
食
を
と
り
な
が
ら
森
林
資

源
的
大
切
さ
を
話
し
合

っ
て
い
ま
し
た
。

~ 

• • 
森林の大切さを学13¥.グ

北部3町緑の少年団交流

世
界
的
に
森
林
が
も
っ
働
き
が
認
識
さ
れ

て
き
て
い
ま
す
が
、
森
林
の
役
割
や
緑
化
思

想
の
啓
発
を
し
よ
う
と
桧
山
北
部
地
区
林
業

指
導
事
務
所
主
催
の
紘
の
少
年
団
交
流
学
習

会
が
五
月
二
+
凶
日
、
ク
ア
プ
ラ
ザ
ピ
リ
カ

周
辺
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
目
、
参
加
し
た
の
は
四
つ
葉
緑
町
少

年
団
(
美
利
河

・
花
石
・
中
里
町
三
小
)
と

北
楠
山
内
愛
知
小
、
瀬
棚
の
馬
場
川
小
の
少

年
団
只
五
十
名
あ
ま
り
で
す
.

団
只
た
ち
は
、
桁
期
市
中
務
所
只
か
ら
森
林

内
役
釧
や
樹
木
に

つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

ナ
ナ
カ
マ
ド

・
ハ
ル
ニ
レ
な
ど
十
六
極
の
樹

木
に
木
づ
ち
で
樹
名
板
を
設
置
し
、
巣
箱
も

取
り
付
け
ま
し
た
。

同
地
で
昼
食
を
と
り
少
年
団
同
士
の
交
流

も
深
め
て
い
ま
し
た
。

」
の
一
本
が
み
ど
り

の
大
地

の
主
役
で
す
。

人

本
植
樹
運
動

4

司
寒
さ
を
吹
き
と
ば
守
勲
山
山
な
応
援
(
舎
小
〉

4

司男
子
叩
メ
ー
ト
ル
競
争
2
フ中〉

自
己

巴
四

月
月

E
E
 

運動会力メラスケシチ
惨
さ
て
、
娘
の
記
録
は
O
(
舎
中
〉

一
人

一
本
植
樹
運
動
と
は

雑
も
が
、
木
や
花
に
固
ま
れ
た
住

み
良
い
美
し
い
生
活
環
境
を
望
ん
で

い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
北
海
道
は

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
て
お
り
、
山

々
は
雄
大
な
森
林
に
現
わ
れ
て
い
ま

す
.
し
か
し
、
街
路
公
悶
集
会

所
内
周
り
な
ど
身
近
な
み
ど
り
は
、

ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

砂
紅
白
玉
入
れ
公
ラ
小
一
年
〉

そ
こ
で
、
道
で
は
、
う
る
お
い
と

や
す
ら
ぎ
の
あ
る
み
ど
り
些
か
な
地

域
社
会
を
道
民
み
ん
な
の
力
を
合
わ

せ
て
創
り
上
げ
よ
う
と
す
る
二
人

一
本
植
樹
運
動
」
を
推
進
し
て
い

く

こ
と
と
し
、
様
々
な
キ
ャ
ン
ペ
ン

を
展
開
し
て
い
ま
す
.

ま
た
‘
こ
の
運
動
は
、
実
際
に
「
相

え
る
」
と
い
う
行
為
な
ど
を
通
し
て

• • 
外
北
海
道

木
や
花
へ
の
愛
治
を
深
的
、
み
ど
り

づ
く
り
の
大
切
さ
を
館
殺
し
て
も
ら

う
と
と
も
に
、
地
域
的
人
た
ち
の
心

と
心
の
つ
な
が
り
を
広
め
る
運
動
で

も
あ
り
ま
す
。

身
近
な
み
ど
り
づ
く
り
に
つ
い
て
、

一
人
ひ
と
り
が
其
剣
に
考
え
、
た
く

さ
ん
の
方
々
が
こ
の
迎
動
に
参
加
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

‘
上
手
に
連
れ
疋
か
芯
。

4

司
力
工
ル
の
だ
め
巳
鐘
ガ
な
る
公
ラ
小
2
年
〉
(
ド
ラ
ゴ
ン
フ
工
ス
ト
花
右
小
q

2
年〉

(
バ
ラ
ン
ス
ソ
レ
豊
田
小
5

6
年
)

hv
し
ん
ち
ょ
う
に
/
し
ん
ち
ょ
う
巳
/

〕E
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今金ライ井ジスクラフ

年を祝ラ創立
今
金
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
(
会
長

中
井
誠
司
会
貝
幻
名
)
の
創
立
却

周
年
記
念
式
典
が

6
月
6
目
、
町
民

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
函
館
や
近
隣
の
八
雲

E

森

-
北
楠
山
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
の
関
係
者
な
ど
一
六

O
名
あ
ま
り

が
参
加
し
て
、
新
た
な
飛
躍
を
普
い

合
っ
て
い
ま
し
た
。

同
ク
ラ
ブ
は
道
内
副
社
番
目
の
ク
ラ

ブ
と
し
て
昭
和
幻
年

6
月
に
発
足
し

て
以
来
、
学
校
教
育
・
福
祉
の
向
上

な
ど
社
会
奉
仕
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。中

井
会
長
は
「
老
齢
化
社
会
を
迎

え
る
今
日
、
後
継
者
育
成
が
重
要
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
奉
仕
の
精
神

を
も
っ
て
今
後
も
先
導
的
な
役
割
を

担
っ
て
行
き
た
い
口
と
力
強
く
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。

• • 

⑧
小川
⑧
⑨
⑧
⑧

た
り
、
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
い

い
所
だ
と
思
い
ま
し
た
。

私
が
こ
こ
へ
来
て
一
番
、
感
げ
き

し
た
の
は
、
最
初
に
き
つ
ね
を
見
た

時
で
し
た
。
テ
レ
ビ
と
か
で
し
か
野

生
の
き
つ
ね
は
み
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
、
と
っ
て
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
れ
と
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

に
ス
キ

l
場
内
中
を
み
ん
な
で
上
っ

た
時
的
景
色
は
、
す
ば
ら
し
か
っ
た

で
す
。
カ
メ
ラ
が
な
か
っ
た
の
で
し

っ
か
り
目
に
や
き
つ
け
て
お
き
ま
し

美
利
河
に
来
て

蔓
利
河
小
六
年

藤
幽

由
希
ぷ

美
利
河
に
来
れ
て
私
は
、
と
っ
て

も
よ
か
っ
た
で
す
。
む
こ
う
の
学
校

で
体
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
で
き

一

ん
の
笑
顔
が

日

え
る
よ
う
な

一

札
事

U

寒
昇

M

月

L
w
 s

 
z
 

b

，
 

ツレフ

白

山

盟

国

さ

ん

m

函
館
内
専
門
学
校
を

終
了
し
、
今
春
、
役
場
の
総
務
課
財

政
係
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

「
何
も
知
ら
ず
に
こ
の
重
要
な
仕

事
に
つ
い
た
た
め
、
周
り
の
方
々
に

迷
惑
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
自
分
な

り
に
頑
張
っ
て
い
る
毎
日
で
す
。
先

ず
は
早
く
仕
事
を
覚
え
、
住
民
の
皆

様
の
笑
顔
が
↑
〈
で
も
増
え
る
よ
う

な
仕
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
日

白
山
さ
ん
は
盟
寿
国
に
勤
め
る
孝

さ
ん
の

3
男
で
、趣
味
は
音
楽
鑑
賞
、

読
書
、
楽
器
演
奏
(
サ
ソ
ク
ス
)
で

ス
ポ
ー
ツ
は
サ
ソ
カ
!
と
い
う
真
面

目
な
好
青
年
で
す
。

町民憲章を刻んだ記意碑

L
3
2
一

記
念
事
業
と
し
て
プ
ラ
ザ
幻
前
に

町
民
怒
章
を
刻
ん
だ
記
念
碑
建
立
と

町
民
セ
ン
タ
ー
に
回
転
式
食
卓
テ
ー

ブ
ル
日
組
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
式
で
は
、
同
ク
ラ
ブ
の
中
心

的
役
割
を
は
た
し
て
き
た
方
々
の
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

。
チ
ャ
タ
(
結
成
時
)
メ
ン
バ
ー

包

囲

守

園

L
、
安
西
長
四
郎

L

包

囲

広

L
、

河

村

昭

夫

L

狭

間

勝

昭

L
、

岩

間

持

L

大
和
谷
正
雄
L

。
在
籍

m年
以
上
メ
ン
バ
ー

佐
藤
彰
一

L
、
多
国

永

井

敏

治

L
、
豊富
田

正
夫
L

哲
康
L

た

私
は
、
来
る
前
、
お
母
さ
ん
た
ち

が
い
な
く
て
も
ち
ゃ
ん
と
で
き
る
か

な
あ
。
友
達
を
ち
ゃ
ん
と
作
れ
る
か

な
あ
。
な
ど
と
山
配
し
て
い
ま
し
た
。

で
も
ぜ
ん
ぜ
ん
平
気
で
し
た
。

友
達
は
、
み
ん
な
い
い
人
だ
し
、

お
母
さ
ん
、
お
父
さ
ん
が
い
な
く
て

も
、
ち
ゃ
ん
と
で
き
ま
す
。
自
信
が

つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
学
校
で
の
授
業
も
、
向

こ
う
の
学
校
と
ち
が
っ
て
い
ま
し
た
。

人
数
が
少
な
い
か
ら
し

っ
か
り
覚
え

ら
れ
ま
す
。
理
科
な
ん
か
と
く
に
楽

し
い
で
す
。
向
こ
う
で
で
き
な
い
実

験
が
ど
ん
ど
ん
で
き
ち
ゃ
っ
て
う
れ

し
い
で
す
。

こ
ん
な
き
れ
い
で
自
然
が
た
く
さ

ん
あ
る
所
で
卒
業
で
き
る
な
ん
て
感

げ
き
で
す
。
一
年
間
だ
け
じ
ゃ
と
て

も
も
っ
た
い
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
ず
う
っ
と
こ
こ
に
来
て
美
利
河

内
こ
と
た
く
さ
ん
知
り
た
い
で
す
。

近
所
内
人
や
、
友
達
が
と
っ
て
も

い
い
人
た
ち
で
す
。
美
利
河
に
来
て

本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。

「
み
ん
怠
の
広
場
L

は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
投
稿
し
て
い
た
だ
い

た
作
品
を
紹
介
し
た
り
、
皆
さ
ん

の
伝
言
を
お
手
伝
い
い
た
し
ま
す
。

〕日[
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v
f
J」

各
月
と
も
後
者
の
ほ
つ
が
熱
帯
夜
一

一

↑
え
占
時
ー
と

の
日
数
が
多
く
、
合
計
で
は
三
・
一

:

l

B

!

 

一

，
J

2

1

:

八
臼
増
え
て
い
ま
す
。

一

一

こ

う

し

た

現

象

は

、

地

球

の

温

一

↑
夜
に
な
っ
て
も
、
最
低
気
温
が
暖
化
が
原
因
と
い
う
よ
り
も
、
ク
ん

一
一

一十

五

度

以

下

に

下

が

ら

な

い

日

ラ

i
の
普
及
、
鉄
筋
ビ
ル
の
増
一

一
を
熱
帯
夜
と
い
い
ま
す
。
暑
か
っ
加
な
ど
、
環
境
変
化
の
影
響
が
大
一

一
た
一
日
が
終
わ
り
、
太
陽
一
か
沈
ん
き
い
の
で
は
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

一

一
で
ホ
ツ
と
し
た
も
の
の
温
度
が
一
と
は
い
え
、
熱
帯
夜
で
も
ク

l
ラ
一

一
向
に
下
が

b
ず
、
寝
苦
し
い
思
い
!
の
お
か
げ
で
、
寝
苦
し

い
思
い

一

一
を
す
る
の
が
熱
帯
夜
で
す
。

を
し
な
い
で
す
む
よ
う
に
な
っ
て
一

一

で

は

、
日
本
は
熱
帯
夜
が

.

.

 

い
る
の
は
た
し
か
で
す
。

F

一
年
間
で
何
回
く
ら
い
あ
る
の

司
屯
岨
.

.

 
生
活
が
便
利
に
な
る
一
方
一

一

で
し
ょ
う
。
平
均
す
る
と
、
一
面
圃
・
で
、
思
ー
わ
ぬ
災
害
が
起
こ
っ

一

一
沖
縄
で
は
二
か
月
半
、
東
京
当
直
・
・
て
い
ま
す
。
子
ど
も
や
お
年

一

一
は
半
月
、
札
幌
で
は
熱
帯
復

占
・
・
寄
り
の
交
通
事
故
、
ガ
ス
爆

一

一
が
ほ
と
ん
と
あ
り
ま
せ
ん
。

h
圃
・
・
圃
発
な
ど
、
身
の
回
り
で
も
さ

一

一
し
か
し
、
こ
こ
数
字
、
特
に
惇
臨
幽
・
・
ま
ざ
ま
な
災
害
が
後
を
絶
ち
一

一
寝
苦
し
い
夜
が
多
い
よ
う
に

.

.

 

ま
せ
ん
。
七
月
一
日
は
、
「
国
一

一
思
い
ま
せ
ん
か
。

民
安
全
の
日
」
で
す
。
こ
の
日
を
一

一
東
京
の
例
で
す
が
、
昭

和

二

十

機

会

に

、
も
っ
と
事
故
防
止
に
関

一

一
六
年
か
勺
五
十
五
年
ま
で
の
三
十
心
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一

一
年
間
で
、
六

i
九
月
ま
で
の
熱
時

i

F

一
夜
の
平
均
回
数
は
、
十
四
・
四
日

!
i
R内
U
九

‘

士

一

一
で
し
た
の
こ
れ
に
対
し
、
日
本
が

ヘ
V
F
h
J
戸
事
当
以
U

14

一一一

一

一
高
度
成
長
の
波
に
乗
り
始
め
た
昭

三

ふ

さ

一

一
和
三
十
六
年
ー
か
ら
、
経
済
大
国
の

1
i
U民
、
芳
、
匂
起

L

嘉
一

一

一
名
を
確
立
し
た
平
成
一
一
年
ま
で
の

ね

J

浄
訟
何
十
完
二

一
三
十
年
間
で
、
六

i
九
月
ま
で
の

開
国

一

JC込
者

ゴ

ユ

主

一

一
熱
帯
夜
の
平
均
回
数
は
、
十
八

・

僅
僅
」
一江

主

下

↓

『

JZ
」

一

一
二
日
で
し
た
。
六
月
を
除
い
て
、

U
-
u
-
K
J

F

，.，.，.，.，‘，a，‘，a'a
，‘，
 

••• 
s

，.，t，.，.，.，u'a'k't
，.，t・1
，‘

… 一 一 … " ................…

j 俳句 ;

JI~! あ手て {配歴昔夏ミ -r
水Iぢ の r且E史 L の房吉

j に き 砂Zの古市風めを : 
放可ゐにう る 邪ぜ映さ τ 

{ 蕩 tの涙主と堀可歯L か 1 
F の 言己きのまに科a す i 
{ 風主念2 湿主し落之内命岩
( 己主切ミり き 花介研1の i 
f 晒5手 て 啄 ? 目 ひ の 磨 玄 リ { 
/ すに木I[ Bu限きにラ i 
f 佳ょ 忌s 苔品り 身ム古市 j 

き のもグ〉り j

便を 花2な細日ぬ j 

三 り し る;

; 辻斉佐戸伊右今 包
1 藤藤 ，畢藤 井村 i
; 智 由 f

知み朝 慶翠恵 井 F

f 子ち子 秋女子子 (

i……-，' 恥ん同一円利別俳句会

f一%ヴ哉の戸イドル一一_#_..-・e・---1

i惨須田朱香 九 圃・・・・・・・‘
平成 3年 5月24日生まれ 6・・・岡・咽開曹・・・・・i

高美町 須回 稔な、江利子事なんの次女 ~曳，μ町 ど羽司 司--;

[!!~~; ~，.." ，~，.;.."."~，"""~C.J.~..L I，，，. _./= _ 砧¥--" ‘
? 春カか為ら通い始的た保育所カが£大好きてで附呪毎 - "  A~~ I圃-聞lIIi

:目;i詰出;d巴:吉2E日吉5忍i日 占守守t;
;江L'\.~‘‘.;j‘.1 ‘植村呆コL入く、ん ;
i油11'P町可唖. ~ 叩年判叩2悶月削4 目日生封叩ま剖札
1.‘ 斤A屯乞 ~哩 ，1 寒昇植村明光九、美紀なの長男 ; 

"司 ‘ 1). 1 [親から

jじ込，gJ..1れほ三2;?と:222rQj 
;c .弘三 重緬毒 事 でも興味津々の我時の元気印です。;

;1&司童画髄総銃議濁E温・園量目諜直な心的優しい干に育って欲い、も l
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ふ
た
た
び
利
別
川
が
消
流
日
本
一

に
な
る
よ
う
皆
さ
ん
の
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

W

み
ん
な
の
川
を
み
ん
な
で
き

れ
い
に
守
ろ
う
。

と
り
も
ど
そ
う
清
流
日
本

一
を
/

〈
函
館
開
発
建
設
部

今
金
河
川
事
業
所
〉

社会福祉協議会だより 5. 6. 10 

※光の里学園、豊寿園、社会福祉協議会への

多額のご寄付ありがとうございました。

〔敬称略)

〈埼玉県〉 白 山 初 子
光 の キf A 守L 園 種川老人クラブ

〈車 京〉 犬 塚 アサ子

東 宝 通 販 サ ー ビ ス " チ ン コ ボ ン ボ ン

〈札 幌 市〉 曽我井 正 道

林 治 男 町 河 清 弘

片 岡 洋 メ寸λ 金 郵 便 局

滝 坪 光 男 フラワ ーンョップはまの

〈函 館市〉 多 田 守 伸

浜 西 信 義 山 田 日E

〈江 差町〉 安 藤 優

福 島 ?冨 松 中 野 孝 之
〈乙部 町〉 天 井 秀 光

ぷロ〉、 坂 正 鶴 西 政 明

く今金町〉 苅 屋 実

種川小学校児童会 境 回 夫

石 井 俊 直 大 倉 啓太郎
土ロ 回 吉 自日 上 田 " サ

お
γ

知
時ら

せ

7
月
ロ
日
は
「
検
審
の
日
」

ご
存
じ
で
す
か
?

検
察
審
査
会
を

7
月
ロ
日
は
、
検
察
審
査
会
制
度

が
で
き
て
か
ら
時
周
年
同
記
念
日
で

す
。検

察
審
査
会
は
、
詐
欺
・
交
通
事

故
な
ど
の
被
宜
間
に
あ

っ
て
警
察
や
笹

察
庁
に
訴
、
え
た
が
、
犯
人
が
嘘
を
つ

い
た
り
し
て
、
検
察
官
が
起
訴
し
な

か
っ
た
(
裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
か

っ
た
)
場
合
、
そ
の
処
分
が
正
し
い

か
ど
う
か
調
べ
直
し
(
審
査
)
を
し

て
く
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
査
申
立
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

函
館
検
察
審
査
会
事
務
局
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

8
4
2
1
2
1
5
1
内
線
4
3
0

年
金
相
談
日

の
お
知
ら
せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
を
次

の
日
程
で
お
受
け
い
た
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ロ】一一一=口

北
海
道
警
察
官

採
用
試
験
案
内

、
1

、と

き

7
月
刊
日
日
(
木
)

午
前
日
時

i
午
後
3
時
ま
で

2
、
と
こ
ろ
役
場
町
民
相
談
室

3
、
相
談
貝
函
館
社
会
保
険
事
務

所
職
員
1
名

〈町
民
福
祉
諜
年
金
係
〉

1
、
採
用
試
験
町
名
称

第
竹
田
警
察
官
、
第
日
回
婦
人

笹
察
官
採
用
試
験

2
、
採
用
予
定
人
民

男

子

笹

察

官

印

名

婦

人

笹

察

官

叫

名

3
、
受
験
資
格

。A
区
分

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
(
短

期
大
学
を
除
く
)
を
卒
業
又
は
、

平
成
6
年
3
月
ま
で
に
卒
業
見
込

み
の
人
で
、
昭
和
叫
年
4
月
2
日

か
ら
昭
和
町
年
4
月

1
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
子
、
女
子
。

。B
区
分

上
記
A
以
外
の
人
で
、
昭
和
制

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
日
年
4
月

l
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子
、
女

子。
4
、
募
集
受
付
期
間

平
成
5
年
7
月
9
日
か
ら
平
成

5
年
8
月
3
日
ま
で

5
、
第

一
次
試
験
日

平
成
5
年
8
月

m日

左
記
の
条
件
の
他
、
受
験
資
格
が

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
寄

り
の
警
察
署
若
し
く
は
派
出
所
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

〈北
檎
山
笹
察
署
}

「
道
政
に
関
す
る

世
論
調
査
」

の
実
施
に
つ
い
て

北
海
道
で
は
、
広
く
道
民
的
皆
様

か
ら
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら
の

道
政
を
進
め
る
う
え
で
の
参
考
と
す

る
た
め
、
「
道
政
に
関
す
る
世
論
調

査
」
を
行
い
ま
す
。

8
月
中
に
、
無
作
為
に
遊
ば
せ
て

い
た
だ
い
た
道
内
一

、
八

O
O
人
的

お
宅
に
、
調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は

北
海
道
総
務
部
知
事
室
広
聴
課

野
生
大
麻
・
不
生
け
し
の
撲
滅
に
ご
協
力
を
グ

大
麻
草
を
吸
埋
す
る
と
、
知
覚
、

感
覚
の
変
容
や
幻
想
な
ど
の
精
神
障

害
を
も
た
ら
し
、
特
に
成
長
期
に
あ

る
青
少
年
に
あ
っ
て
は
、
精
神
的
に

不
安
定
で
あ
り
大
麻
を
吸
煙
す
る
こ

と
は
、

一
般
成
人
以
上
に
危
険
な
こ

と
で
す
。
ま
た
、
生
理
的
に
も
肺
、

脳
、
生
殖
機
能
、
免
疫
機
能
な
ど
に

影
響
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

け
し
は
鑑
賞
用
と
し
て
広
く
栽
培

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
け
し
に
は
多
く

の
品
種
が
あ
り
、
許
可
を
う
け
ず
に

栽
培
す
る
と
、
厳
し
く
罰
せ
ら
れ
る

品
種
も
あ
り
ま
す
。

野
生
大
麻
不
生
け
し
を
発
見
し

た
際
は
保
健
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
き

連
絡
先

河

川

愛

護

月

間

7
月
1
日
1
7月
引
日

今
年
も
七
月

一
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
河
川
愛
護
月
聞
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
三
年
ま
で
後
志
利
別
川
が
四

年
連
続
的
清
流
日
本

一
で
し
た
が
、

平
成
四
年
度
は
三
位
に
後
退
し
ま
し

た。

今
金
保
健
所

8
2
1
0
2
5
1
 

• 

• • 

• 
ぴ
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
さ
ま
さ
ま

な
変
化
を
老
化
現
象
と
呼
ぴ
、
年
を

と
れ
ば
誰
に
で
も
生
じ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
老
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
人
そ

れ
ぞ
れ
。
同
じ
年
齢
で
も
若
く
見
え

る
人
と
、
ふ
け
て
見
え
る
人
が
い
ま

す
巴
こ
れ
は
外
見
の
問
題
は
か
り
で

は
な
く
、
内
臓
の
働
き
や
運
動
向
機

能
な
ど
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と
で

す
。
食
事
、
運
動
、
休
養
な
ど
、
日

々
の
何
気
な
い
暮
ら
し
の
積
み
重
ね

が
、
年
を
と
る
と
と
も
に
大
き
な
差

と
な

っ
て
現
れ
て
く
る
の
で
す
。

こ
の
こ
と
を
逆
手
に
と

っ
て
、
生

活
習
慣
を
改
普
し
て
い
け
ば
、
老
化

の
速
度
を
ゆ
る
や
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
現
代
の

砂
不
老
長
寿
の
薬
。
を
手
に
入
れ
る

た
め
に
、
ま
ず
、

自
分
の
生
活
習
慣

を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

せき、ジフテリ
ア、破傷風)ワ
クチン予附圭種

(第 l期)

l回目
7月28日-3C日
2回目
8月24日-27自
3回目
9月28日-30日

詳しい日程等に
ついては、後日
対象保護者へ個
別!@知いたしま
す。

(町民福祉課衛生係 ・国保係)

上
手
に

年
を
と
ろ
う

古
今
東
西
を
間
わ
ず
、
長
寿
は
万

人
の
願
い
で
す
。

日
本
は
世
界
で
も
有
数
の
長
寿
固

と
な
り
ま
し
た
。
今
金
町
に
お
い
て

も
5
1
6
人
に

1
人
は
お
年
寄
り
が

い
ま
す
。
元
気
で
過
ご
し
て
い
る
方

も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
そ
の

一
方

で

「
寝
た
き
り
」
、

「
ボ
ケ
」
に
代

表
さ
れ
る
老
人
問
題
も
浮
か
び
あ
が

っ
て
い
ま
す
。
老
後
に
お
い
て
何
よ

り
も
大
切
な
財
産
と
な
る
健
康
づ
く

り
、
生
き
が
い
づ
く
り
に
今
か
ら
励

み
、
上
手
に
年
齢
を
重
ね
て
い
き
ま

し
ょ
、
っ
。

検査物の持参

細胞診検査

検診を受けて明るい健康づくり

" 

" 

" 

" 

" 

7月みんな

" 

" 

" 

" 

" 

人
聞
は
生
ま
れ
て

ま
で
は
、
体
の
器

官
、
機
能
と
も
成

長
発
達
を
遂
げ
て

い
き
ま
す
が
、
こ

の
成
長

・
発
達
が

頂
点
に
達
し
た
後

は
次
第
に
衰
え
て

い
き
ま
す
。
こ
の

過
程
を
老
化
と
呼

満 35歳以上の

男女

方

方

白 ι目

元気なきんな、 ぎんさん双子姉揖

の

の

住

婦

婦

妊

妊

全

大腸がん検診

談

級

談

学

相

相

婦

事見

般

1
 

1
 

1
 

〔



「愛の血液助け合い運動JIこご協力を/

現在 輸血に必要な血液製剤はすべて献血により確保さ
れておりますが 血祭分画製剤については、ほとんどを輸
入に依存している支た抗にあり、今後はすべての血液製剤を
国民の献血て確保しなければなリません.

このため、献血思想の普及啓発を図るとともに、成分献
血と4∞ml献血に対するご理解とご協力をお願いするため
7月 18から31日までの lカ月問、全国一斉に「置の血液
助け合い運動」を実施することになリました.

献血とは、安心して輸血を受けることができるよう健康

な人々が無償で、善意により自分の血液を提供することで
す.尊い生命を守るため、堂の献血に皆さんのご理解とご
協力をお願いいたします。 (今量制呆健所〉

合②0057

7月の休日当番匡

岩間医院(今金)4日

合④5321

まま②0221

北槍山町田保病院 (北槍山)

金)今金町国保病院 (今

医院(今金)

II日

18日

宮②0324回ロ25日

性
習
講
師
土
に
親
し
む
親
子
の
交
流

作
物
を
育
て
る
こ
と
を
過
し
て
親

。*'令。*'住民の動態 。*'令。*'

(前月対比)

(+ 3 ) 

( 0) 

3，892人 (+3 ) 

2，483世情 (十 2) 

5月末現在

7，533人

3，641人

人口

男

女

世帯数

子
町
交
流
や
ふ
れ
あ
い
を
深
め
よ
う

と
町
教
委
で
は
学
習
セ
ン
タ
ー
繍
肉

体
験
民
国
で
ジ
ャ
カ
イ
モ
・長
ネ
ギ
・

ミ
ニ
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
づ
く
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

技
術
商
で
は
、
普
及
所
内
原
ぷ
、

渡
部
♂
、
川
今
金
の
奥
井
ぷ
の
協
力

を
得
、
親
子
口
組
と
文
化
少
年
団
4

名
が

5
月
日
日
に
作
付
け
、
6
月
刊

日
に
は
草
取
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

秋
に
は
‘
収
秘
祭
や
岡
文
化
祭
で

の
作
品
展
示
も
予
定
さ
れ
、
参
加
者

一
同
強
り
切

っ
て
、
楽
し
い
汗
を
流

し
て
い
ま
し
た
。

町

未

。
車

寸

東

南

は

は

女

削

れ

吃

5

3

一
一

し

1
u
i
E
び

一ru
v

詫

う

刊

は

橘

出

と

日

日

た

二

で

日

3
L
U

め

月

月

ま

出

お

5

6

L

G

う

品
川
町

よ

¥

¥

紹

た

じ
か佳
u
穂

で

し

ん
やm
削工
美

号

で

た

き
沙

月

り

お

図

的

先

誤

。

吉

小

の

町

。いつまでもおしあわせに

%田中弘紀、(緑 町)=板木春美九 (北紺山町)

~;I貴田順ーさん (美利河 ) =赤平明美な (美利河)

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に

「
空
き
缶
入
れ
」
を
設
置

高

美
町
内
会

1
 

2
 

1
 

{
 

南豊受

旭

旭

町

77歳

85歳

圃お〈やみもうしあげます

5月23日

5月24日

6月 3日

芳賀常夫、

白山ハツイ さん

発
行
/
北
海
道
舎
金
町
役
場

( 
町

昭和町

八幡町

85歳

95歳

94歳

6月 B日

6月II日

古谷徳次郎さん

中川喜太郎丸

黒川 ちよ さん

加藤ilJ;l四郎さん

闘
②
O
T
T
T
番

ト7 ンケシ93歳6月13日

高
美
町
内
会
で
は
、

5
月
中
旬
に

町
内
会
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

7
カ

所
に

「
空
き
缶
入
れ
」
を
設
置
し
ま

し
た
。

こ
の
空
き
缶
は
光
の
里
学
園
生
に

よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
向
一
環
と
し

て
再
利
用
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

他
的
ゴ
ミ
類
の
投
げ
入
れ
な
ど
は

絶
対
に
や
め
、
資
源
的
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
努
め
ま
し
ょ
う
/

編
一集
一後
一記

大和町61歳

マ
わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、

3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

毎
月
、
Z
年
前
の
広
報
の
お
誕
生

欄
を
見
な
が
ら
お
子
さ
ん
を
き
が
し

て
い
ま
す
が
、
特
に
女
の
子
が
少
な

く
て
苦
労
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

マ
み
ん
な
の
広
場
内
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

小
学
生
を
中
心
と
し
た
作
文
な
ど
を

拘
縦
し
て
い
ま
す
が
、
小
学
生
は
も

と
よ
り
大
人
も
含
め
作
品
を
募
集
し

て
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
投
稿
し

て
く
だ
さ
い
。

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
広
聴
係
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